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が現 れている。 ポライトネスの普 遍性 を見据 えたBrown&Levinson
(1978,1987)のメンツ理論やLeech(1983)の丁寧さの原理などがその代表的なもの





『礼記』は倫理規範に関する書物のため、その記 述の多く,た とえば 「言語
之美 、穆穆皇皇」(少儀第十七p529-530)、「恒言不称老」(曲礼上第一p19)
などのような言明は文法上平叙文であっても、礼の規範を示すというテクストの制
約 によか 一種の倫理命法として機能 し、 「(君子の)こ とばは穏やかで、丁寧で




本稿は主 に 『礼記』の中の言語現象 にかかわる禁則事項 について考察を行
う。『礼記』は礼 に関する理論的研 究書というより、日常生活における礼の実践
的教本のような性格を持っている。そのため、礼 にかなう言語行動についても、












ついて、大きく言語行為の禁則 、言語随伴 要素の禁則 、話題 内容の禁則の3
つに分けることができる。言語行為の禁則の中には,「質問,呼 称,非 難,命
名 、 発語 、 挨拶、 諌言、 賞賛、 諺名 、 命令、 弁明、 祈願 、 諌言」という
13種類の行為に関するものが含まれる。これらの言語行為のほとんどは現在 中







































禁則4問 疾 弗能遺、不 問其所欲。(病人を見舞って物を贈ることのできない場合 は、ほしいもの
などについて聞かない)(曲 礼上第一X43)
禁則5.見 人弗能館、不問其所 舎。(よそから来た人に、わが家 に泊めることのできない場合は宿
について訊 ねない)(曲 礼上第一一p43)






























行く先を訊ねるという質問内容 によってそれぞれ制約 されるが、禁則gは 相手が
女性 という性別属性 と病名を訊ねるという質問内容 によって制約される。この3つ
の禁則は基本的に 目上や女性 に対してプライベートのことについていろいろ訊ね
ることは礼 に反するという共通の認識 に基づいている。
禁則7.尊 長於巳鍮等 、不敢問其年。(目上 の人で 自分よりずっと年上の人に対して、その年齢
を訊 いてはならない)(少儀第十 七p526)
禁則8遇 於道 、 見則 面、不請所 之。(道で(目 上の)人 に行き合い、その人が 自分を見たら、
こちらから近 づいて挨拶をするが、行く先を訊いたりはしない)(少儀 第十 七p526-527)





























け、 字(あ ざな)で 呼ぶことになっている。 しかし、 次の禁則12、13、14を

















自称 表現 に関する禁則は4例 しか現れていない。 禁則16と17は自分のこと
を 「老」と称してはならないと規定しているが、 禁則16は 一般的状 況を指 し、
禁則17は親が健在であるというコンテクスト条件を付加している。 この2つ の禁
則 の背後には年齢に関する価値観 、「年齢が高いほど価値が上位である」とい
う 「長 老尊重」の社会意識が反映されている。 このような価値観を持つ社会で
は 自分を 「老～」と称するのは尊大行為であり、 「小～」と称するのは謙遜行
為である。 相手を 「老～」と称し、 自己を 「小」と称することは中国文化にお




禁則17:子云,父 母在不称 老,書 孝不言慈。(孔子が言った,「父母の有る間は(そ のそばで自
分のことを)老 と言わず,孝 とは言っても慈とは言わない」(坊記第三十p799)
禁則18と19は、 諸侯以 下の息子 は天子の太子が使 う自称詞 「余小子」を
大夫以下の息子は諸侯の太子が使う自称詞 「嗣子」をそれぞれ使ってはならな
いと規定している。このことから 「余小子」、「嗣子」のような謙譲的 自称詞 の使







怒 りは心理的現象 で感情の一種であると同時に、 それが表情やことばの上
で表現される場合 には、 意識 的な行動や態度の一つとして現れる。 怒りの態
度がことばによって表出される場合に取られる言語行為が非難行為である。 叱












禁則21=父母 有疾 … 怒不至署。(父母が病気になったら、… 腹を立てても人をののしるほどには怒
らない)(曲礼上第一p37)
禁則22=壷出言而不敢忘父母 、是故悪言不 出於 口、 忽言不反於身。(ひと言出す にも父母を忘
れないから、他 人の悪 口など口に出すことがなく、そのために他人の恨む言葉 が身に返っ






禁則24.不砦重器。(人 の大切にしている宝器の悪 口はしない)(少儀 第十 七p525--526)


























禁則30:凡名子 、不以 日月、不以国、 不以隠疾。(およそ子 に名をつけるには,日 や月(の 干
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情と言える。 しかし、それが倫理規定として定められ、 しかも3年 間も人と話し








禁則33と34は、 基本的に同じ禁則の繰 り返 しであるが、 喪中というコンテク
ストにおいて、 「斬衰、齊衰 、大功 、小功」など喪期が遠くなるにつれr言 語




禁則33:斬衰,唯 而不封。 齊衰 、封 而不言。 大功、 言 而不議。 小功繕麻、 議而不及樂。 此
哀 之髄於言語者也。(服喪の最初のころ、斬衰 の人は、人 に対して 「はい」と受け




禁則34:礼、斬衰之喪、唯 而不封。 再齊衰之喪、 封而不言。 大功之喪、書 而不議。 細小功
之喪、 議而 不及樂。 此哀之髄於言語者也。(礼法として 「斬褒の喪 については、 人に
答えて唯というのみで、それ以 上は雷わない。斉衰の喪 においては、簡単に受 け答えす
るのみで、 長くは書わない。 大功の喪においては、 長く言うとしても議論 にはわたらな


















禁則38:大夫有献、 弗親君有賜、 不面舞、 為君之答已也。(大 夫は、 君公に物を献上す ると





































禁則45:為人臣 下者 、… 順而無諮。(人 の臣たる者は、… 褒めても,へ つらうことはない}(少儀
第十七p529-530)
禁則46.子日,事 君 … 不尚辞。(孔子が書った,「君主に仕えるには,… 巧い言葉を並べない」)
(表記第三i三十二p826-827)

















禁則48:禮不諺嫌名、 二名不偏誰。(礼として嫌 名(父 母の名 にまぎらわしい名)は 忌まず、 父




禁則50:於大夫所、 有公講 、無私緯。 凡祭不諌、廟 中不韓、 教学臨文不誰。(士は大夫の前
で物 を言うとき、君公の父祖 の名は譲むが、わが父祖は誰 まない。一般に、祭礼廟 中、







に物 を与える場合 には、 たとえその人が 目下の人間であっても 「取りに来なさ
い」などと命令してはならないとしている。これは人に物を贈るという親切な行為
と人に足労をかけるという行為賦課型行為が競合する場合、 前者を優先させ、





孔子は 「父母在不遠遊」(父母がいる間は遠 くへ旅をしない)と言うが,古 代









合、 その願 いが相手への接近につながることは申し出てもよいが,相 手から離
れることはみずから言うのではなく、 目上の指示を待っことが礼儀だということを
説いている。









禁則54:賎不諌 貴、幼 不諌長、 禮也。(亡 くなった人よりも地位の低いもの、 年の下の者か ら



















禁則58:為人臣下者,… 頗 而無詣、諌而無驕。(人の臣たる者は、… 褒めても、へつらうこと無く、
忠告しても、 君 におごることはしない)(少儀第十 ヒp529-530)
禁則59:不窺密、 不妾狸、 不道 旧故 、 不戯色。(目上に侍るときは、何か秘密を探ろうとするか










人間関係 の捉 え方や身分意識 が反映されている。
禁則61:長者不及、 母儀言。(目 上の相手が言い出さない事 については、 こちらからそれを話に
交えてはいけない)(曲礼上第」p?6)
禁則621長者間、 不辞譲而封 、 非礼也。(長 老が事を問いかけて来たら、 必ず一旦は辞退して
(返答を)人 に譲るべきであって、 すぐさま返答するのは失礼である)(曲礼上第一一p17)
古代 中国の言語禁則とその社会的コンテクスト151
禁則63:見父之執,… 不問不敢封。(父の友人の前では、… 問われなけれ ば、こちらからは言わ
ない)(曲礼上第 一p18)








否定的な命法を通 して、当時社会において 「静かに物を言うことは礼 にかなう」
という声量に関する価値観が存在していたことを確認 することができる。
禁則66=母激 慰。(高 い声で話すのはいけない)(曲礼上第一p28)
禁則67:從長者 而上丘陵… 登城 不指、 城上不呼。(年長者に付いて岡にあがり… 城に登ったら









『礼記』の中で話題 内容 に関する禁則 は全部で9例 ある。禁則70～73は男
152






禁則701男不言内、 女不言外7(男 は内の(家 庭内の)事 に口を出さず 、女は外の(家 や国の
政治ぴ))事を言 わない)(内則第十二p424)
禁則71=内言 不出 、外言不 入。(内の事は外 に言いふらさず、外の事 は内で言わない)(内則 第
十二p424)
禁則72:既葬i與 人立、君言王事、不言国事 、大 夫士言公事 、不言家事。((父母が)既 に葬っ
てからは、他人と並んで立つようなおりには、もし諸侯であれ ば王事を言うが自国の事は言






禁則76:父母有疾… 言 不惰。(父母が病 気になったら,… 人と話をするのに冗談は言わない)(曲
礼上第一p37)
禁則77:居喪不言樂。(喪 中には快楽のことを語らない)(曲 礼下第二p57)












『礼記』 に示された禁則の数 々は、 一般的な処世訓として存在したのではな
く、これらの禁則 が機能する背景には束となる語用論的基本原理や原則が存在
していたと思われる。 われわれは以上考 察した数 多くの禁則から帰納 的に次の
ような語用論的原理 を抽 出することができる。





























1.『礼記』 の引用と日本語訳 は基本的 に竹 内(1979)に基づ いているが、 文脈 を補 う
ために多少の修 正を施 した。
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